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学 生 募 集 要 項

一般選抜(第二次募集)

第二部商経学科

本年度からインターネット出願に変わります。

詳しくは，出願手続(P5)をご確認ください。

鹿 児 島 県 立 短 期 大 学
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Ⅰ 一般選抜(第二次募集)

１ 学科及び募集人員等

修業
課 程 学 科 募集人員 選 考 方 法 備 考

年限

第 二 部 個別学力検査(小論文) 第二部の授業は18時
商 経 学 科 30名 ３年

(夜間課程) 及び調査書等 から21時10分まで。

(注）合格判定・選考にかかわる各項目のいずれかの成績が著しく低い場合は，総合得点での順位に関わらず

合否を判定することがある。

２ 出 願 資 格

（1）高等学校（中等教育学校を含む。以下同じ。）を卒業した者及び令和７年３月卒業見込みの

者

（2）通常の課程による12年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により，これに相

当する学校教育を修了した者を含む。）及び令和７年３月修了見込みの者

（3）学校教育法施行規則第150条（第６号を除く。）の規定により，高等学校を卒業した者と同

等以上の学力があると認められる者及び令和７年３月31日までにこれに該当する見込みの者

（注）学校教育法施行規則第150条第７号の規定により，高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると

認められる者として出願を希望する者は，本学の入学資格審査を受ける必要がある。（12ページを参照）

３ 出 願 期 間

令和７年３月３日（月）～３月７日（金）

・受付時間は，平日の９時から16時まで。

・受付は，郵送または持参とする。なお，郵送の場合も最終日の16時までに必着のこと。

・受験票が未着の場合は，３月10日（月）までに，本学教務課に問い合わせること。
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４ 出願書類等

出 願書 類 等 摘 要

① 入学志願票
Ⅲ 共通事項「１ 出願手続」（５ページ）を参照の上，インターネット出願で作

成したPDFデータを印刷して出願すること。インターネットを利用できない場合

② 受 験 票
は，Ⅲ 共通事項「(4) 手書き用の入学志願票等を使用した出願について」（７ペ

ージ）を参照し，手書き用の様式を使用して出願すること。

③
入学志願者

出願前６か月以内に撮影した上半身脱帽正面向きのカラー写真（縦４㎝，横３

写 真 票
㎝）を受験票及び入学志願者写真票の所定の欄に貼付すること。

なお，受験時に眼鏡を着用する者は，眼鏡を着用して撮影すること。

出身高等学校において作成したもの。

高等学校卒業程度認定試験合格者(従前の大学入学資格検定に合格した者を含

む。）は合格成績証明書をもって調査書に代えることができる（合格証明書は不

可）。高等学校卒業程度認定試験合格者で，高等学校等で科目を修得し，受験科

④ 調 査 書 等 目を一部免除された者は，その免除された科目の高等学校等の調査書もしくは成

績証明書を提出すること。

なお，調査書等の提出が困難な場合は，「13 問合せ先」（３ページ）へ問い合

わせること。

（注）調査書等は，令和６年４月以降に発行され，厳封したものを提出する

こと。〈パソコン作成可〉

⑤ 入学検定料
第二部 18,000円

入学検定料の納入方法は，Ⅲ 共通事項「２ 入学検定料」（８ページ）に記載。

（注）事情によっては，本人が④以外を直接提出し，④を出身学校長から提出してもよい。

５ 出 願 手 続

志願者は，出願書類等を取りまとめ，出願期間内に，本学教務課へ提出すること。

出身学校において，取りまとめて提出してもよい。

(1) 郵送の場合は，出願書類等を取りそろえ，「出願封筒おもて紙」を貼付した封筒（角形２号

24.0cm×33.2cm）に入れ，必ず書留速達郵便で発送すること。

また，受験票返送用として，氏名，住所，郵便番号を記入し，110円切手を貼付した返信用

封筒（長形３号12.0㎝×23.5㎝）を同封すること。

(2) 直接，持参して提出する場合は，受理の際，受験票を交付する。

６ 学力検査の期日

本学において行う個別学力検査の期日 令和７年３月11日（火）

(1) 試験当日は，本学の受験票，筆記用具を持参すること。

(2) 受験者は受験前日，令和７年３月10日(月)13時から16時までの間に試験場を下見してもよい。

７ 学力検査の科目等

個別学力検査は，高等学校の学習一般を前提として，「小論文」により行う。
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８ 個別学力検査時間割

試験室入室時刻 9：50

試 験 時 間 10：00～11：00

９ 合 格 判 定
「個別学力検査(小論文)」の成績及び「調査書(または高等学校卒業程度認定試験の合格成績

証明書)」の総合得点により順位付けを行い，合格を決定する。

配点 (点)

個別学力検査（小論文） ２００

調査書等 １００

総合得点 ３００

10 合格通知及び発表
合格者は，令和７年３月13日（木）15時に本学掲示板及び本学ホームページに

受験番号を掲示し，郵送で本人に通知するとともに，入学志願票に掲載された連
絡先へ電話で直接連絡する。（不合格者には通知・連絡しない。）

※鹿児島県立短期大学ホームページ https://k-kentan.ac.jp/ 大学ホームページ

11 入 学 手 続
合格者は，入学手続書類が届いた日から，令和７年３月24日（月）16時までに入学手続をし

ないと入学できない。

12 追 加 合 格
合格通知後に，入学辞退等により欠員が生じた場合，追加して合格者を決定する。

13 問合せ先
〒890-0005 鹿児島市下伊敷一丁目52番１号
鹿児島県立短期大学 学生部 教務課
電 話 099-220-1112（内線136番）
ＦＡＸ 099-803-4473
E-mail kentankyo@pref.kagoshima.lg.jp

https://k-kentan.ac.jp/
mailto:E-mailkentankyo@pref.kagoshima.lg.jp
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Ⅱ 鹿児島県立短期大学の入学者受入方針
（アドミッション・ポリシー）抜粋

【教育理念・目標】

鹿児島県立短期大学は，第一部（昼間）に３学科６専攻，第二部（夜間）に商経学科の１学科

を設置した，男女共学の総合的公立短期大学です。

本学の教育目標は，「深く専門の学芸を教授研究するとともに，豊かな教養と，職業又は実際

生活において必要な課題探求・解決能力を有する人材を育成し，もって地域社会の発展に寄与す

る」ことです。この目標にそって，本学では以下のような人を求めています。

・ 基礎的な学力を身につけて，地域社会において意欲的に活躍する人

・ 世界の中で思考し，地域に根ざした活動のできる人

・ 少人数教育の場に意欲をもって参加する人

・ 創造的な行為を生む知的な冒険をする人

〈第二部商経学科〉

【教育理念・目標】

第二部商経学科は，広く世界，日本，地域の経済・社会と企業の構造と運動を研究し，情報

処理の技法習得を通して，柔軟な思考力と企画力，そして豊かな人間関係の構築力を有し，地

域活性化のために活躍できる人材を育成することを教育理念としています。

【受入方針】

第二部商経学科は，上記教育理念と目標を踏まえ，次のような学生を求めます。また，そ

の受け入れのために適切かつ多様な入学者選抜を実施します。

・ 働きながら社会に触れ，体験したことを大学で理論的に再確認してみようとする人

・ 地域社会で起こっている社会的な動向に興味や関心をもつ人

・ 会計やITの知識・技能の習得を目指す人


